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 第２回ワークショップ（市民懇談会） 

1.1.1. 開催概要 

第２回大御庵の杜緑地保全・活用事業に関する懇談会の開催概要は、以下のとおりである。 

 

表 開催概要（第２回） 

開催日 令和 7 年 1 月 27 日（月曜日） 

開催場所 富士見市役所 第 2、第 3 会議室 

参加者 富士見市役所職員 5 名 

アドバイザー １名 

八千代エンジニヤリング 4 名 

参加者 8 名 

※環境、商業、公園等の視点や地元町会、市民公募から構成  

A グループ 3 名 

B グループ 5 名  

内容 18：30～19：00 受付 

19：00～19：30 開会・事務局からの説明 

        全体説明（大御庵の杜について、大御庵の杜の基本コンセプト、 

                      サウンディング型市場調査結果、市の考え方について） 

19：35～20：40 自己紹介、アイスブレイク（5 分間） 

        グループワーク（60 分間） 

        テーマ「大御庵の杜緑地の魅力をさらに高めるために、 

                        必要な整備・取組みを考えよう！」 

20：40～20：50 全体発表 

20：50～21：00 まとめ総評（アドバイザー） 
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1.1.2. 開催風景 

グループワーク当日の開催風景は以下のとおりである。 
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＜各グループの結果＞ 

＜Aグループ＞ ＜Bグループ）＞ 

［将来の新聞］ ［将来の新聞］ 

 

 

［実現するための課題や工夫］ ［実現するための課題や工夫］ 
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1.1.3. ワークショップの結果 

ワークショップの結果について、以下に整理した。 

 

（１） テーマ別の意見概要 

① ワークショップで挙げられた主な意見 

各テーマについて、当日の参加者からの主な意見は、以下のとおりである。 

 

【テーマ１】大御庵の杜緑地の整備案を考えよう！ 

≪大御庵の杜緑地の魅力をさらに高めるために、どのような整備が必要か≫ 

－Ａグループ－ 

【知るための取組】 

⚫ 周辺も含めて市民が知るための活動 

⚫ 生物図鑑づくり 

⚫ 建物（技術）や自然の特徴について調

査する 

⚫ 何を残すかを学ぶ会（建物、森） 

【ゾーン分け】 

⚫ 建物周辺ゾーン／自然観察ゾーン（里

山）／山林（人の手の入らない）ゾー

ン 

⚫ 庭園部分は活用、一方で自然エリアは

ゾーン分けする 

【緑地の保全・活用】 

⚫ 人数を制限して自然を散策できる 

⚫ ビオトープ（コンクリート→砂利） 

⚫ ホタル生息地 

⚫ 植樹する会 

 

【湧水を生かす】 

⚫ 水車を活用した探索 

【暮らし・体験】 

⚫ ハードはそのままで、昔の農業体験 

⚫ 屋敷畑（野菜を植えて生活感を醸し出す） 

⚫ 果樹を植えて自然の一部（古民家の風情

が出る） 

⚫ 昔の農家の生活を見られる果樹・植栽 

【ルールを決めて活用】 

⚫ 活用ルールづくり 

⚫ 餅つき大会やクラシックコンサート（冬

ならアリ） 

⚫ 古民家宿泊体験（人数限定、ゆったり） 

－Ｂグループ－ 

【仕掛けや環境整備】 

⚫ 入りやすい道の整備 

⚫ 子どもが安心してあそべる（柵、標識） 

⚫ 中庭のところ ⇒ 主屋とつながる

感じで人があつまる仕掛け 

⚫ Wi-Fi整備・導入 

⚫ 駐車場を広げる（外の空地、斜面） 

【緑地の保全・活用】 

⚫ 竹を定期的に切る（11月～2月） 

⚫ 木の株 座れる 

⚫ 曲がっても（散策路） 

⚫ ビオトープを整備 

 

【湧水を生かす】 

⚫ 駐車場に？ 水場があってもいい 

⚫ 湧水から入る道 

⚫ 井戸はつぶさない 

【暮らし・体験】 

⚫ 果樹木を植える 

⚫ 柿とゆずがある 
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【テーマ２】大御庵の杜緑地での出来事を想像・妄想してみよう！ 

≪将来実現してほしい出来事（取組み等）≫  ～ニューストピック～ 

－Aグループ－ 
☆ 大御庵１００年の杜プロジェクトスタート！ 
☆ 歴史・自然・建物調査結果の部会発表会！ 
☆ オオタカを守る杜造り！ 
☆ 水車の道を再現します！！ 
☆ 建物個々の重要性を調べ、共有する 
☆ オオタカの営巣と緑地活用を両立する森を目指す 
☆ オオタカ営巣のバードサンクチュアリを設置、大御庵の杜 

－Bグループ－ 
☆ 大御庵の杜スタート！ 開園祝賀セレモニー 
☆ 大御庵の杜（ＯＧＡ）の利用方法 
☆ 個人が勉強できるスペースができました！ 
☆ 地域住民が働く場に！！ 
☆ フリーマーケットが開催！！ 
☆ 地域の人たちの発表の場ができました 
☆ 体動かし食べる学んで 
☆ 味噌つくれるようになりました 
☆ 星空観察 

≪実現するための課題や工夫≫ 

－Aグループ－ 
【課題】 
 周辺にお寺など、人があまり行かない

場所である 
 生物の生息について知らない人が多

い 
 周辺も一体で考える（江川、山崎公園） 
【工夫（体制）】 
 今回の参加者で講師を行う 
 各部会の立ち上げ 

 
【工夫（勉強会）】 
 子どもと生物調査 
 専門家調査 
 植生、動物 
 子供たちの観察会 
 地域文化の勉強会 
 オオタカを学ぶ 
 湧水、地下水を学ぶ 

【工夫（市民参加型）】 
 小人数で農家体験 

－Bグループ－ 
【課題（場所の確保）】 
 駐車場の土地の借用 
 畑の土地の借用 
【課題（費用）】 
 クラウドファンディング 
 バザーも巻き込む 
 共感 
 ふるさと納税 
 地域の人が働く 
【課題（アクセス）】 
 びん沼自然公園等を回るバスルート 
 近くのバス停留所の名前を変える 
 自転車駐輪場の確保 

 
【工夫（情報発信）】 
 ＯＧＡアプリ 
 市役所からの情報発信 
 新聞でも情報発信 
 市のＨＰ 
 広報「富士見」 

【工夫（協力体制）】 
 協力の輪を広げる 
 ボランティア・有志を募る 
 運営協議会を設立 
 地域の連合会を結成 

【その他】 
 まずは地域⇒外へ 
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① 市民懇談会終了後の追加意見 

市民懇談会終了後に提出のあった、当日欠席者からのアンケートについて、以下に整理す

る。 

 

【テーマ１】大御庵の杜緑地の整備案を考えよう！ 

≪大御庵の杜緑地の魅力をさらに高めるために、どのような整備が必要か≫ 

【庭園の整備】 
⚫ プロジェクションマッピングを使っ

たライトアップイベント（桜、紅葉、
雪） 

⚫ 庭園のＡＲガイドツアー（各国の言
語対応） 

⚫ 子どもが楽しめる池などを設置（生
態系、学習の場） 

⚫ グランピング設備 
⚫ ツリーハウス 

【古民家の活用】 
⚫ 伝統文化体験スペース 
⚫ 着物、甲冑の試着、写真撮影サービス 
⚫ 宿泊施設としての活用 
⚫ 町屋スタイル・農泊 
⚫ 和風カフェ＆バー（地元の銘酒、食材を

活用する） 
【イベント・集客】 
⚫ 地元の祭りと連動したイベント 
⚫ インバウンドを取り込む 

 

【テーマ２】大御庵の杜緑地での出来事を想像・妄想してみよう！ 

≪将来実現してほしい出来事（取組み等）≫  ～ニューストピック～ 

☆ 日本の伝統文化 × 最新テクノロジー！ 大御庵の杜が世界的な観光名所に 
☆ 外国人旅行者に大人気！ 和のいやしを体験できる、かくれ家が大御庵の杜に 
☆ 大御庵の杜で子どもたちが生態系を学ぶ環境学習の場として注目のスポット！ 

≪実現するための課題や工夫≫ 

 ＳＮＳでの発信 

 クラウドファンディングでもＰＲ 

 旅行代理店かインフルエンサーと提携しプランを出す 

 訪日観光向けサイトへの掲載 
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（２） 意見のまとめ 

① Aグループ 
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② Bグループ 
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（３） まとめ総評 

第２回ワークショップ（市民懇談会）のまとめ総評として、本懇談会のアドバイザーより、

以下のとおりコメントを頂いた。 

 

⚫ 「保全」と「活用」と「整備」がキーワードとなった。 

⚫ 保全は守っていくこと、活用と整備は変えていくことだと認識していたが、そうでも

ない。保全と活用の両面から議論されており、よい議論であった。 

⚫ Ａグループは、対象地にオオタカがいることが魅力的であることを捉え、その価値に

フォーカスしていた。魅力的な保全を行う、森の整備をするなど、「活用」は単純に変

えていくことだけではないと感じた。 

⚫ Ｂグループは、対象地に集う人と活動にフォーカスされ、この場所で実際に行われる

活動等について議論があった。 

⚫ この議論を踏まえて何にフォーカスするのかで、方向性や意味合いが大きく変わって

くる。このプロジェクトは誰のためのものなのかという面でも、非常によい議論であ

った。 

⚫ 富士見市の魅力について、湧水や歴史、歴史的な建造物、名産品など、市外にアピー

ルできる資源について気になった。富士見市の魅力を知ることで、アイデアが広がる

のではないか。 

⚫ 面白い場所であり、市民にとって大事な場所であるため、早急に整備するというより、

時間をかけて、よいものを作っていくことが望ましい。 

 

 


